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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　小便を受けるためのものであって、所定高さを有し、平面視Ｖ字状にして所定間隔を置
いて対設された左右の第一小便受け面部及び第二小便受け面部を有し、更に、一端縁部が
前記第一小便受け面部の内端縁部に連設され、他端縁部が前記第二小便受け面部の内端縁
部に連設された凹条部を有し、前記第一小便受け面部の内端縁部若しくは前記凹条部には
、内方に向かって突出する可撓性を具備した逆流防止弁体が設けられていることを特徴と
する小便受け装置。
【請求項２】
　請求項１記載の小便受け装置において、前記逆流防止弁体の先端部は前記凹条部若しく
は前記第二小便受け面部の内面部に当接状態若しくは近接状態に設けられていることを特
徴とする小便受け装置。
【請求項３】
　請求項１，２いずれか１項に記載の小便受け装置において、前記凹条部の内面部の形状
が、前記凹条部に入った小便が螺旋流を生じる形状に設定されていることを特徴とする小
便受け装置。
【請求項４】
　請求項１～３いずれか１項に記載の小便受け装置において、前記第一小便受け面部と前
記第二小便受け面部とのなす内角Ｒは９０度未満に設定されていることを特徴とする小便
受け装置。
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【請求項５】
　請求項１～４いずれか１項に記載の小便受け装置において、前記第一小便受け面部と前
記第二小便受け面部とのなす内角は、前記第一小便受け面部及び前記第二小便受け面部が
回動して可変可能に構成されていることを特徴とする小便受け装置。
【請求項６】
　請求項１～５いずれか１項に記載の小便受け装置において、便器に対する配置した状態
を保持する配置保持手段を有することを特徴とする小便受け装置。
【請求項７】
　請求項１～６いずれか１項に記載の小便受け装置において、前記第一小便受け面部及び
前記第二小便受け面部夫々に洗浄液を供給する洗浄液供給手段を有することを特徴とする
小便受け装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、小便受け装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、男性がトイレ（和洋式便器や小便器）において小便を行う際、便器や便器内の
水に衝突して弾かれた小便が周囲に飛散し、便器やその周囲（床や壁）を汚してしまう場
合があり、その都度拭き掃除するのは大変であり、また、放っておいては不衛生である。
【０００３】
　そこで、従来においても、この小便が便器やその周囲へ飛散するのを防止するものとし
て、例えば特開２００２－７０１１３号のような小便飛散防止具（以下、従来例）が提案
されている。
【０００４】
　この従来例は、洋式便器の開口縁部に沿って立設状態となる筒状のカバーで構成されて
おり、便器（小便が衝突する部位）の周囲を覆うことで小便が便器の周囲へ飛散すること
を防止するものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－７０１１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、実際には、従来例を使用した場合であっても、便器や便器内の水に小便
が勢いよく衝突することには変わらず、よって、この小便が便器の周囲へ飛散することを
完全には防止できていないのが現状である。
【０００７】
　本発明者は、前述した問題点に着目し、種々の実験・研究を繰り返し行った結果、極め
て商品価値の高い画期的な小便受け装置を開発した。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　添付図面を参照して本発明の要旨を説明する。
【０００９】
　小便を受けるためのものであって、所定高さを有し、平面視Ｖ字状にして所定間隔を置
いて対設された左右の第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３を有し、更に、一端縁
部が前記第一小便受け面部２の内端縁部に連設され、他端縁部が前記第二小便受け面部３
の内端縁部に連設された凹条部４を有し、前記第一小便受け面部２の内端縁部若しくは前
記凹条部４には、内方に向かって突出する可撓性を具備した逆流防止弁体５が設けられて
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いることを特徴とする小便受け装置に係るものである。
【００１０】
　また、請求項１記載の小便受け装置において、前記逆流防止弁体５の先端部は前記凹条
部４若しくは前記第二小便受け面部３の内面部に当接状態若しくは近接状態に設けられて
いることを特徴とする小便受け装置に係るものである。
【００１１】
　また、請求項１，２いずれか１項に記載の小便受け装置において、前記凹条部４の内面
部の形状が、前記凹条部４に入った小便30が螺旋流を生じる形状に設定されていることを
特徴とする小便受け装置に係るものである。
【００１２】
　また、請求項１～３いずれか１項に記載の小便受け装置において、前記第一小便受け面
部２と前記第二小便受け面部３とのなす内角Ｒは９０度未満に設定されていることを特徴
とする小便受け装置に係るものである。
【００１３】
　また、請求項１～４いずれか１項に記載の小便受け装置において、前記第一小便受け面
部２と前記第二小便受け面部３とのなす内角Ｒは、前記第一小便受け面部２及び前記第二
小便受け面部３が回動して可変可能に構成されていることを特徴とする小便受け装置に係
るものである。
【００１４】
　また、請求項１～５いずれか１項に記載の小便受け装置において、便器１に対する配置
した状態を保持する配置保持手段を有することを特徴とする小便受け装置に係るものであ
る。
【００１５】
　また、請求項１～６いずれか１項に記載の小便受け装置において、前記第一小便受け面
部２及び前記第二小便受け面部３夫々に洗浄液を供給する洗浄液供給手段を有することを
特徴とする小便受け装置に係るものである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明は上述のように構成したから、前述した従来例に比し、小便が便器の周囲へ飛散
することを防止することができるなど、極めて商品価値の高い画期的な小便受け装置とな
る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施例１の使用状態説明図である。
【図２】実施例１を示す斜視図である。
【図３】実施例１の要部の動作説明図である。
【図４】実施例１の要部の動作説明図である。
【図５】実施例２の使用状態説明図である。
【図６】実施例３の使用状態説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　好適と考える本発明の実施形態を、図面に基づいて本発明の作用を示して簡単に説明す
る。
【００１９】
　本発明に目がけて小便を行うと、小便は連結凹条体４へ入る。この際、小便は直に凹条
部４に入る場合と、左右の第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３に誘導されて凹条
部４に入る場合がある。
【００２０】
　この凹条部４に入った小便は該凹条部４を流下するが、この凹条部４で流下する時点に
おいて小便の勢いは低減され、凹条部４を緩やかに流下し、よって、この凹条部４から排
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出された小便が、例えば便器や便器内の水に衝突したとしても便器の外まで達するほど飛
散することはない。しかも、この凹条部４に入った小便は逆流防止弁体５により第一小便
受け面部２及び第二小便受け面部３の内面部側に逆流することが防止される。
【００２１】
　よって、本発明によれば、小便が便器の周囲へ飛散することを防止することができる。
【実施例１】
【００２２】
　本発明の具体的な実施例１について図１～４に基づいて説明する。
【００２３】
　本実施例は、小便を受けるためのものであって、所定高さを有し、平面視Ｖ字状にして
所定間隔を置いて対設された左右の第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３を有し、
更に、一端縁部が前記第一小便受け面部２の内端縁部に連設され、他端縁部が前記第二小
便受け面部３の内端縁部に連設された凹条部４を有し、前記第一小便受け面部２の内端縁
部若しくは前記凹条部４には、内方に向かって突出する可撓性を具備した逆流防止弁体５
が設けられたものである。
【００２４】
　また、本実施例は、小便を受ける小便受け装置Ｎとして、便器１に配置して小便をした
際に該小便が便器１の周囲へ飛散するのを防止する小便飛散防止装置を採用している。
【００２５】
　以下、本実施例に係る構成各部について詳細な説明をする。
【００２６】
　第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３は、図１～４に図示したように適宜な合成
樹脂製部材で形成した方形板状体（高さ約３０ｃｍ，奥行き約２０ｃｍ）であり、この平
面視Ｖ字状に連設する第一小便受け面部２と第二小便受け面部３とのなす内角Ｒは９０度
未満（鋭角）に設定されている。尚、第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３は金属
製や木製などでも良く、また、第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３の大きさを可
変自在に設けても良い。
【００２７】
　この第一小便受け面部２と第二小便受け面部３とのなす内角Ｒは、第一小便受け面部２
及び第二小便受け面部３が回動して可変可能に構成されている。
【００２８】
　具体的には、第一小便受け面部２の上端部には板状の第一上連結部２ａが内端方向に突
設され、第二小便受け面部３の上端部には板状の第二上連結部３ａが内端方向へ突設され
、この第一上連結部２ａの先端部と第二上連結部３ａの先端部とは、第一小便受け面部２
及び第二小便受け面部３の内端縁部に沿設される軸部材８の上端部に枢着されており、更
に、第一小便受け面部２の下端部には板状の第一下連結部２ｂが内端方向に突設され、第
二小便受け面部３の下端部には板状の第二下連結部（図示省略）が内端方向へ突設され、
この第一下連結部２ｂの先端部と第二下連結部の先端部とは、前述した軸部材８の下端部
に枢着されている。
【００２９】
　従って、軸部材８との枢着部を支点に各連結部を回動することで、第一小便受け面部２
と第二小便受け面部３とは互いに連設する内端連設部位を支点部として擺動自在となり、
よって、不使用時にはコンパクトな状態とすることができる。
【００３０】
　凹条部４は、図１～４に図示したように適度な可撓性を有する合成樹脂製部材（ゴム部
材）で形成されたシート体で構成され、一端縁部の外面部が第一小便受け面部２の内端縁
部の外面部に連設され、他端縁部の内面部が第二小便受け面部３の内端縁部の外面部に連
設され、中央部を円筒状に折り返し状態に設けて構成されている。尚、連結凹条体４は金
属製や木製などでも良く、また、連結凹条体４は可撓性を有しない硬質のものでも良いが
、可撓性を有する部材を用いることで、流入する小便30を撓み変形しながら受け流す為、
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後述する小便30の流速を低減し螺旋状に整流する目的に適している。
【００３１】
　また、凹条部４は、上下両端部が開口状態に設けられており、下端開口部は、凹条部４
を流下した小便30を排出する小便排出口４ａとして構成されている。尚、上端開口部は、
凹条部４内を視認し得る窓として機能し、使用者は、使用に際してこの凹条部４内の様子
を見ようとすることで、小便30を行う際の立ち位置が自然と便器１に近付くこととなり、
このことから、小便30の滴下によって床などを汚すことを防止する効果が期待される。
【００３２】
　また、本実施例は、凹条部４の内面部の形状が、凹条部４に入った小便30が螺旋流（回
転流）を生じる形状に設定されている。
【００３３】
　具体的には、凹条部４は、図４に図示したように第一小便受け面部２の外面部側で巻回
状態に設けられており、凹条部４に入った小便30を側方へ誘導して螺旋流を生じさせるよ
うに構成されている。尚、凹条部４を流下する小便30を螺旋流とするための構成としては
、前述の他にも凹条部４の内面部を螺旋形状とすることで達成しても良い。
【００３４】
　また、この凹条部４の一部は逆流防止弁体５として構成されている。
【００３５】
　具体的には、図３，４に図示したように凹条部４の一端縁部にして第一小便受け面部２
に連設する部位における残余の部位を、第一小便受け面部２の内端縁部から突出状態に設
けて構成されており、この逆流防止弁体５の突出方向の先端部は凹条部４の他端縁部の内
面部に当接状態（若しくは近接状態）となり該凹条部４（開口部）を閉塞するように構成
されている。
【００３６】
　従って、逆流防止弁体５は適度な可撓性を有し、この逆流防止弁体５に小便30が衝突し
た際、撓み変形して小便30の通過を許容することになる（図３参照）。
【００３７】
　尚、逆流防止弁体５の先端部を第二小便受け面部３の内面部に当接状態（近接状態）と
するようにしても良いし、また、逆流防止弁体５を第二小便受け面部３から若しくは第一
小便受け面部２及び第二小便受け面部３の双方から突設しても良いし、また、逆流防止弁
体５は凹条部４と別体のもので構成しても良い。
【００３８】
　また、本実施例は、便器１に対する配置した状態を保持する配置保持手段を有する。
【００３９】
　具体的には、この配置保持手段は、第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３夫々の
外端部の下部に突設される突状体９ａと、軸部材８の上端部に連結される棒状体10とで構
成されている。
【００４０】
　突状体９ａは、図１，２に図示したように後述する洗浄液供給手段の一部（管状部材９
の先端部）で構成され、便器１（便座）の縁部に係止する形状に形成されている。
【００４１】
　棒状体10は、図１，２に図示したように軸部材８の上端部に連結される連結部材10ａの
先端部に枢着される第一部材10ｂと、この第一部材10ｂの先端部に枢着される第二部材10
ｃとで構成され、この第一部材10ｂ及び第二部材10ｃを直線状態としたり折り畳み状態と
したりすることができる。尚、棒状体10は折り畳み構造に限らず伸縮構造でも良い。
【００４２】
　また、第二部材10ｃの先端部には固定部としての吸盤部10ｄが枢着されている。
【００４３】
　従って、この配置保持手段は、突状体９ａを便器１の開口部１’の先端側縁部に係止す
るとともに、直線状態とした棒状体10の吸盤部10ｄを便器１の蓋１ａに吸着させることで
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、第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３を便器１の上方位置に配置した状態を保持
することができる。
【００４４】
　また、本実施例では、図１に図示したように便器１の蓋１ａの内面部に蓋11ａ付きの収
納ボックス11を設けており、棒状体10を折り曲み状態とするとともに、第一小便受け面部
２及び第二小便受け面部３を擺動させて重合させ、コンパクトな状態とした本実施例に係
る小便受け装置Ｎをこの収納ボックス11に収納し得るように構成されている。
【００４５】
　尚、収納ボックス11は、便器１の蓋１ａの内面部に限らず、トイレルームの壁や床に設
けても良い。
【００４６】
　洗浄液供給手段は、図１，２に図示したように第一小便受け面部２及び第二小便受け面
部３夫々の上端部と外端部に沿設状態となる管状部材９と、この管状部材９に洗浄液を供
給する図示省略の洗浄液供給装置とで構成されており、この管状部材９の周面に形成され
た孔部９ｂから第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３夫々の内面に洗浄液が供給さ
れるように構成されている。
【００４７】
　この洗浄液供給手段を構成する洗浄液供給装置としては、専用の装置でも良いし、水道
でも良いし、便器１の貯水タンクの水をポンプ（例えば手動ポンプ）を介して供給するよ
うにしても良い。また、洗浄液は水でも薬液でも良い。
【００４８】
　従って、この洗浄液により使用後の第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３の内面
部を洗浄することができる。尚、洗浄液は小便を行っている最中に第一小便受け面部２及
び第二小便受け面部３夫々の内面部に流しておいても良い。
【００４９】
　また、管状部材９の先端部は、第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３夫々の外端
部の下方部位から突出状態に設けられており、適宜折り曲げ形成されて前述した配置保持
手段の突状体９ａとして構成されている。
【００５０】
　以上の構成から成る本実施例に係る小便受け装置Ｎの使用状態について説明する。
【００５１】
　配置保持手段を用いて便器１に配置する。
【００５２】
　具体的には、突状体９ａを便器１の開口部１’の先端側縁部に係止するとともに、直線
状態とした棒状体10の吸盤部10ｄを便器１の蓋１ａに吸着させることで、第一小便受け面
部２及び第二小便受け面部３を便器１の上方位置に配置した状態を保持する。
【００５３】
　続いて、小便受け装置Ｎに目がけて小便30を行うと、小便30は連結凹条体４へ入る。こ
の際、小便30は直に凹条部４に入る場合と、左右の第一小便受け面部２及び第二小便受け
面部３に誘導されて凹条部４に入る場合がある。
【００５４】
　この凹条部４に入った小便30は該凹条部４を流下するが、この凹条部４で流下する時点
において小便30の勢いは低減されている。
【００５５】
　具体的には、凹条部４に入ることで小便30は螺旋流となり（流速の速い直線運動から回
転運動に変換されて）流速が低減され、凹条部４を緩やかに流下し、よって、この凹条部
４から排出された小便30が、例えば便器１や便器１内の水に衝突したとしても便器１の周
囲まで達するほど飛散することはない。
【００５６】
　しかも、この凹条部４に入った小便30は逆流防止弁体５により第一小便受け面部２及び
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第二小便受け面部３の内面部側に逆流することが防止される。
【００５７】
　また、前述したように逆流防止弁体５の一部が撓んで小便30が凹条部４に入るが、この
凹条部４に小便30が入る部位以外の部位は螺旋流となっている小便30により内側から押圧
されて閉塞状態が保たれて逆流することが防止される。また、小便30が凹条部４に入る部
位においても当該部位で直ちに凹条部４に入らず停滞する（盛り上がった状態となる）一
部の小便30がシールドの機能を発揮してこの部位からも逆流することが防止される。
【００５８】
　よって、本実施例によれば、小便30が便器１の周囲へ飛散することを防止することがで
きる。
【００５９】
　また、本実施例は、逆流防止弁体５の先端部は凹条部４の内面部に当接状態若しくは近
接状態に設けられているから、より確実に小便30の逆流を防止することができる。
【００６０】
　また、本実施例は、凹条部４の内面部の形状が、凹条部４に入った小便30が螺旋流を生
じる形状に設定され、且つ、連結凹条体４は可撓性を有して流入する小便30を撓み変形し
ながら受け流す為、小便30を螺旋状に整流しつつ該小便30の流速を確実に低減することが
でき、しかも、逆流防止弁体５の機能を良好に発揮させることになる。
【００６１】
　また、本実施例は、第一小便受け面部２と第二小便受け面部３とのなす内角Ｒは９０度
未満に設定されているから、小便30の飛散を防止し、しかも、小便30を凹条部４へ良好に
誘導することができる。
【００６２】
　また、本実施例は、第一小便受け面部２と第二小便受け面部３とのなす内角Ｒは、第一
小便受け面部２及び第二小便受け面部３が回動して可変可能に構成されているから、コン
パクトな状態とすることができ、収納したり持ち運んだりする際に便利となる。
【００６３】
　また、本実施例は、便器１に対する配置した状態を保持する配置保持手段を有するから
、小便30を行った際に不意に動いたりせず確実に小便30の飛散を防止する効果を発揮する
ことになる。
【００６４】
　また、本実施例は、第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３夫々に洗浄液を供給す
る洗浄液供給手段を有するから、常に衛生的な状態を維持することができる。
【実施例２】
【００６５】
　本発明の具体的な実施例２について図５に基づいて説明する。
【００６６】
　本実施例は、第一小便受け面部２，第二小便受け面部３及び凹条部４を適宜な合成樹脂
製部材で一体成形したタイプであり、既設の床置型及び壁掛型の小便器にはめ込み設置す
る。尚、第一小便受け面部２，第二小便受け面部３及び凹条部４は金属製でも木製でも良
い。
【００６７】
　また、第一小便受け面部２の内端部には、適度な可撓性を有する合成樹脂製部材から成
る逆流防止弁体５が設けられている。
【００６８】
　また、第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３夫々の下端部の間には小便受け部12
が設けられている。
【００６９】
　この小便受け部12は、第一小便受け面部２’，第二小便受け面部３’及び凹条部４’を
有し、第一小便受け面部２’の内端部には、適度な可撓性を有する合成樹脂製部材から成
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る逆流防止弁体５’が設けられている。
【００７０】
　また、本実施例は、便器１へ配置する配置保持手段として、第一小便受け面部２，２’
及び第二小便受け面部３，３’夫々の外端部に鍔状の係止板体13を一体成形しており、こ
の係止板体13を便器１（男性用小便器）の開口縁部に係止して配置保持し得るように構成
されている。
【００７１】
　その余は実施例１と同様である。
【実施例３】
【００７２】
　本発明の具体的な実施例３について図６に基づいて説明する。
【００７３】
　本実施例は、小便を受ける小便受け装置Ｎとして、便器１（男性用壁掛型小便器）を採
用した場合である。
【００７４】
　具体的には、第一小便受け面部２，第二小便受け面部３及び凹条部４を具備し、この第
一小便受け面部２，第二小便受け面部３及び凹条部４を適宜な陶製部材で一体成形したタ
イプである。尚、第一小便受け面部２，第二小便受け面部３及び凹条部４は合成樹脂製で
も金属製でも木製でも良い。
【００７５】
　また、第一小便受け面部２の内端部には、適度な可撓性を有する合成樹脂製部材から成
る逆流防止弁体５が設けられている。
【００７６】
　また、第一小便受け面部２及び第二小便受け面部３夫々の下端部の間には小便受け部17
が設けられている。
【００７７】
　この小便受け部17には、前述した実施例２の小便受け部12のように、第一小便受け面部
２’，第二小便受け面部３’，凹条部４’及び逆流防止弁体５’は設けられていない。即
ち、実施例２は床置型であり、小便30を行った際に小便受け部12までの落下高さが高い為
にこの落下した小便30の飛散を防止する構造が必要であるが、この点、本実施例は、後述
する昇降装置15を具備することで便器１の高さ位置を調節して小便30の落下高さを可及的
に抑制することができるから、小便受け部17には小便30の飛散を防止する構造は不要とな
る。
【００７８】
　また、本実施例は、凹条部４に取付板体14を一体成形しており、この取付板体14をトイ
レルームの壁面に設置される昇降装置15のスライド体15ｂに取り付けられるように構成さ
れている。
【００７９】
　昇降装置15は、ガイドレール15ａとこのガイドレール15ａをスライドするハンドル付き
のスライド体15ｂとで構成されている。
【００８０】
　従って、本実施例に係る便器１は昇降装置15を介して昇降自在となり、使用者の使い易
い高さに調整することができる。この便器１を昇降自在に設けることによっても、使用者
が使用に際して上端開口部から凹条部４内の様子が見れるようにすることができて、小便
30を行う際の立ち位置を自然と便器１に近付かせることができ、ひいては小便30の滴下に
よって床などを汚すことを防止する効果が期待される。
【００８１】
　符号16は便器１の昇降に追従する可撓性を有する小便排出ホースである。
【００８２】
　その余は実施例１と同様である。
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【００８３】
　尚、本発明は、実施例１，２，３に限られるものではなく、各構成要件の具体的構成は
適宜設計し得るものである。
【符号の説明】
【００８４】
　Ｒ　内角
　２　第一小便受け面部
　３　第二小便受け面部
　４　凹条部
　５　逆流防止弁体

【図１】 【図２】
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